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まちづくり市民アンケート
(速報 )

　

市
で
は
、
新
し
い
総
合
計
画

　

市
で
は
、
新
し
い
総
合
計
画((
平
成
平
成
2323
〜〜
3232

年
度
年
度))

の
策
定
を
前
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
策
定
を
前
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
や
考
え
を
広
く
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年

意
見
や
考
え
を
広
く
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
1111

月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

対
象
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た

対
象
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
1818
歳
以
上
の
市

歳
以
上
の
市

民
３
０
０
０
人
で
、
１
８
４
２
人
の
皆
さ
ん
か

民
３
０
０
０
人
で
、
１
８
４
２
人
の
皆
さ
ん
か

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
に
当
た
っ
て
は
、

　

調
査
に
当
た
っ
て
は
、｢｢

北
上
市
の
将
来
に

北
上
市
の
将
来
に

つ
い
て

つ
い
て｣｣

を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に

を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に

具
体
的
な
項
目
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

具
体
的
な
項
目
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト((

速
報
値

速
報
値))

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

総
合
計
画
と
は
？

　

北
上
市
を
ど
の
よ
う
な｢

ま
ち｣

に
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
く
の
か
を

総
合
的
か
つ
体
系
的
に
ま
と
め
た

市
の
最
上
位
計
画
で
す
。

　

総
合
計
画
は
、
自
ら
の
意
思
で

自
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
地
方

自
治
の
原
点
で
あ
り
、
北
上
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
進
む
べ
き
方
向
と

目
標
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
市
民
と
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
、
主
体
的

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の｢

市
民
共
有｣

の
行
動
指
針
と

な
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
調
査
し
ま
し
た
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
概
略

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

回
収
率
は
61
・
４
㌫
で
、
前
回

調
査
の
49
・
４
㌫
を
12
ポ
イ
ン
ト

上
回
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
が
44
・
８
㌫
、
女
性
が

54
・
５
㌫
で
、
女
性
が
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

年
齢
別
で
は
10
〜
20
歳
代
が

18
・
６
㌫
、
30
歳
代
19
・
２
㌫
、

40
歳
代
18
・
８
㌫
、
50
歳
代
14
・

６
㌫
、
60
歳
代
13
・
６
㌫
、
70
歳

新
し
い
総
合
計
画
策
定
の
参
考
と
し
て

北上市の将来のまちづくりについて、北上市の将来のまちづくりについて、
皆さんのご意見をお聞きしました。皆さんのご意見をお聞きしました。

代
以
上
が
14
・
４
㌫
と
、
10
〜
40

歳
代
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
ほ
ぼ
同
程
度
の
回
収
率
と

い
え
ま
す
。

　

調
査
は｢

住
み
や
す
さ｣｢

魅
力｣

｢

各
種
施
策｣｢

地
域
環
境｣｢

協
働

の
役
割
分
担｣

な
ど
83
項
目
、
北

上
市
の
現
状
把
握
と
取
り
組
む
べ

き
課
題
を
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

※
調
査
は
、
23
年
に
二
十
歳
を
迎
え
る

市
内
の
高
校
２
年
生
へ
も
実
施(

13
項

目
、
１
０
５
８
人
対
象)

し
ま
し
た
が
、

今
回
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
み
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

主 な 調  査  項  目

◆北上市の印象・定住意向について
　・北上市の住みやさ　・魅力　・定住意向
◆生活環境について
　・環境保全　・生活環境の整備　・消防、防災対策　
　・防犯対策
◆保健・福祉・医療について
　・保健、医療対策　・高齢者施策　・障がい者施策
　・子育て環境
◆産業振興について
　・農業振興　・商業振興　・工業振興　・観光振興
◆土地利用、道路・交通について
　・優先的に整備すべき用地　・土地利用規制
　・市内および周辺で必要な道路　・公共交通
◆教育・文化・スポーツについて
　・教育　・生涯学習やスポーツ活動
◆広報、情報化について
　・広報紙　・市のホームページ　・情報化社会への対応
◆国際交流について
　・国際交流
◆市の行財政運営について
　・行財政運営　・行財政改革
◆地域環境について
　・住んでいる地区の環境　・地域活動
◆まちづくりの方向性について
　・市民参加　・協働のあり方　・将来の都市形成　
　・広域的な行政のあり方　・北上市が目指すべき都市像

など
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今
回
の
調
査
の
中
か
ら
、
皆
さ

ん
が
感
じ
て
い
る
現
状
と
課
題
を

み
て
み
ま
す
。

　

現
状
と
し
て
は
、
北
上
市
の

｢

住
み
や
す
さ｣

の
問
い
に
、
85
・

８
㌫
の
人
が｢

住
み
や
す
い｣｢

ど

ち
ら
か
と
い
う
と
住
み
や
す
い｣

を
選
択
し
て
お
り
、
前
回
調
査

(

12
年)

の
83
・
９
㌫
と
比
較
し
て

１
・
９
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

　

｢

住
み
続
け
た
い
か｣

と
の
問
い

に
は
、
87
・
２
㌫
の
人
が
定
住
を

希
望
し
て
お
り
、
前
回
調
査
よ
り

も
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
広
報
紙
に
つ
い
て
は
、

９
割
以
上
の
人
に
読
ま
れ
て
い
ま

す
が
、｢

読
み
や
す
い｣

と
感
じ
て

い
る
人
は
約
５
割
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
今
後
の
紙
面
作
り
の
参
考

　

今
後
、
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、

各
分
野
の
施
策
、
事
業
に
対
し
て
、

多
様
化
し
て
い
る
市
民
の
意
向
を

把
握
し
、
市
政
運
営
の
参
考
と
す

る
と
と
も
に
、
新
し
い
総
合
計
画

策
定
の
参
考
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
上
市
を
さ
ら
に
住
み
や
す
い

ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課　

内
線 

３
２
３
６
・
３
２
３
７

調査項目 選択項目 選択
割合

北上市は住みやすいか 住みやすい+どちらかというと住みやすい 85.8%
自然は豊かだと思うか 思う+どちらかというと思う 91.0%
農業が盛んだと思うか 思う+どちらかというと思う 68.7%
工業が盛んだと思うか 思う+どちらかというと思う 80.8%
商業が盛んだと思うか 思わない+どちらかというと思わない 52.0%
子育てがしやすいと思うか 思う+どちらかというと思う 58.3%
安心して暮らせると思うか 思う+どちらかというと思う 72.0%
活気やにぎわいがあると思うか 思わない+どちらかというと思わない 58.9%
住み続けたいと思うか 思う+どちらかというと思う 87.2%
『広報きたかみ』を読んでいるか 毎月読む+たまに読む 94.7%
『広報きたかみ』は読みやすいか 読みやすい 49.9%
市のホームページを見たことがあるか 見たことがない 58.3%
周辺市町村との合併については 望まない+どちらかというと望まない 66.0%
地区環境・買い物の便利さは 非常に良い+どちらかというと良い 61.8%
地区環境・森林、水辺など自然環境 非常に良い+どちらかというと良い 71.2%
地区環境・地区全体としての住み良さ 非常に良い+どちらかというと良い 72.2%

■現状に関する項目で回答の割合が高かった主なもの 市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
み
る
北
上
市
の
現
状
と
課
題

調査項目 選択項目 選択
割合

地域の自然・生活環境を保全するため特
に何に取り組むべきか

不法投棄などの取り締まりの強化
ごみ減量化、リサイクル活動の支援

47.0%
45.9%

身近な生活環境を改善するため何の整備
が必要か

街路灯、防犯灯
歩道や道路、道路側溝

59.0%
41.8%

防犯対策で何に力を入れるべきか 学校や通学路における安全対策の強化
防犯灯の整備

60.4%
57.9%

保健・医療対策に何を望むか 休日、夜間の救急医療体制の充実 77.2%
高齢者が安心して暮らせる地域社会を築
くために何に力を入れるべきか 介護サービスや福祉施設の充実 67.3%

障がい者が生き生きと暮らせるために何
に力を入れるべきか 就労促進などによる自立の場の確保 58.0%

子育て環境充実のために何に力を入れるべきか 子育てと仕事が両立できる職場づくり 59.8%
農業振興のために何に力を入れるべきか 担い手や後継者の育成 63.6%
商業振興のために何に力を入れるべきか 既存商店街など街並みの再整備、活性化 53.9%
工業振興のために何に力を入れるべきか 若い技術者の育成、技能継承の支援 60.5%

観光振興のために何に力を入れるべきか 地域の祭りや集客イベントの魅力向上
ホームページや情報誌などを活かした観光ＰＲ

49.1%
48.5%

生涯学習で特に学びたい、参加したいものは 心身の健康づくりに関すること 49.1%
ホームページで充実してほしい項目は 病院の案内や紹介 37.1%
情報化社会対応のため何に取り組むべきか 高齢者などの情報弱者への対応 64.9%
行財政改革で重点を置く項目は 市職員の能力向上と適正配置 41.7%

まちづくり・協働のあり方は 主に行政が実施し、市民 ･企業は協力
主に市民が実施し、行政 ･企業は協力

35.4%
35.2%

どのような都市を目指すべきか 誰もが健やかで保健・医療が充実した都市
農業と工業の調和のとれた産業都市

51.0%
46.4%

■課題に関する項目で回答の割合が高かった主なもの

と
し
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
、
環
境
保
全
関
係

で
は
、
不
法
投
棄
な
ど
の
取
り
締

ま
り
の
強
化
、
ご
み
の
減
量
化
や

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
関
心
が
高

く
、
保
健
・
医
療
対
策
で
は
、
休

日
、
夜
間
の
救
急
医
療
体
制
の
充

実
、
福
祉
関
係
で
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
や
福
祉
施
設
の
充
実
、
障
が

い
者
の
就
労
促
進
な
ど
に
よ
る
自

立
の
場
の
確
保
な
ど
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
、
工
業
振
興
に
つ

い
て
は
、
人
材
の
育
成
が
望
ま
れ
、

商
業
振
興
で
は
、
既
存
の
街
並
み

の
再
整
備
、
活
性
化
が
５
割
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
で
は
、
市
職
員
の

能
力
向
上
と
適
正
配
置
が
望
ま
れ
、

目
指
す
べ
き
都
市
像
に
つ
い
て
は
、

誰
も
が
健
や
か
で
保
健
・
医
療
が

充
実
し
た
都
市
が
５
割
を
超
え
、

次
い
で
農
工
産
業
都
市
が
４
割
を

超
え
て
い
ま
す
。


